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⾃⼰紹介

名前︓平井 健治
所属︓アマゾン ウェブ サービス ジャパン

ソリューションアーキテクト
流通⼩売業のお客様の技術⽀援を担当

経歴︓データベース、データ活⽤に関するコンサルタント
好きなAWSサービス︓Amazon S3、AWS Lambda、

Amazon Redshift、Amazon DataZone
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本セミナーの対象者
Amazon DataZone をご利⽤予定の⽅、ご利⽤されている⽅
Amazon DataZone について学びたい⽅
データ活⽤を促進していくことに関⼼がある⽅

削除可
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1. データの活⽤に関する状況と課題

2. Amazon DataZone について

3. デモ

4. 料⾦体系

5. まとめ

アジェンダ

削除可
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データの活⽤に関する状況
と課題
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データの活⽤に関する状況

データドリブンなビジネスは、そうでないビジネスに
⽐べて20%以上成⻑する可能性が8.5倍⾼い
Statistic provided by Forrester

データを戦略的資産として扱うことに成功している
企業は26％のみ
Statistic provided by Harvard Business Review
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https://www.forrester.com/blogs/data-into-dollars-can-you-turn-your-data-into-revenue/
https://hbr.org/2022/02/why-becoming-a-data-driven-organization-is-so-hard
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データドリブンは
なぜ難しいか︖

複数のアカウントやリージョンに
またがるデータの検索が困難

ツールへのアクセスを
制限する技術的障壁

異なるユーザーが共同作業を⾏うた
めの単⼀の環境がない

データガバナンスが
個々のツールに分散している

データアクセスの
リードタイム
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必要なものは、イノベーション + ガバナンス

ガバナンス
説明責任
⼀貫性
可視性
明確性

アジリティ
実験

⽣産性
チームを強化

コラボレーション

どちらかではなく - 両⽅
8
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ビルトインのガバナンスにより組織の境界を越えてデータを活⽤する

Amazon DataZone

組織の境界を越えたデータ
アクセスの管理

機械学習でデータの発⾒と
カタログ作成を⾃動化

データとツールを共有して
関係者を結びつけ、

ビジネス・インサイトを促進
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Amazon DataZone のユースケース
1. ビジネスカタログの整備
• 既存のデータ基盤（データレイクやデータウェアハウス）にビジネスカタ

ログと検索ポータルを付加し、セルフサービスでデータを登録、発⾒、活
⽤しやすい環境を作りたい

• 既存データ基盤の課題解決、または機能強化

2. 組織のデータ⺠主化とガバナンス強化
• さまざまな部⾨のシステムに散在したデータ基盤のガバナンスを統合しな

がら、組織全体のデータの⺠主化とコラボレーションを促進できる環境を
作りたい

• データメッシュアーキテクチャへの拡張
10
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Amazon DataZone
について

11
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Amazon DataZone のコアコンポーネント

分析ツールを使⽤して、
アクセス、コラボレーシ
ョン、利⽤を簡単にする

データポータル

ビジネスデータ
カタログ

ガバナンスとアクセスコントロール
様々なソースや、アカ
ウント、リージョンか
らデータを取り込む

プロジェクトと
環境

API

データプロデューサー データコンシューマー

ドメイン

Amazon DataZone

12
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ドメイン
プロジェクトと環境

13
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Amazon DataZone ドメイン
D A T A Z O N E の ⼀ 番 ⼤ き な 単 位

14

ドメイン

データ
アセット

ユーザー

ビジネス⽤語

AWS 
アカウント ガバナンス

分散型のチームや事業部⾨は、独⾃の
ドメインを作成することから始めるこ
とができる

アカウントをドメインに関連付けて、デー
タ公開、サブスクリプション、インフラス
トラクチャの展開を可能にする

AWS IAM Identity Center経由でアイデン
ティティプロバイダーに接続し、 SSO ユー
ザーとグループがドメインにアクセスできる

11リージョン
（東京リージョンを含む）
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プロジェクト
コ ラ ボ レ ー シ ョ ン の 単 位

15

ツールデータ

ヒトビジネスユースケースに基づいてヒト、データ、
ツールをグループ化することで、コラボレーション
を可能にする

データの公開や、分析したいデータの利⽤、データ
の理解を深めるメタデータの付与といったデータ活
⽤に関する活動が⾏われる

プロジェクトメンバーが共通の権限を共有しながら
データを操作するためのインフラストラクチャと
ツールを提供する

1

2

3
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プロジェクト

データレイク
環境

Account#1

データウェアハウス
環境

Account#1

環境
プ ロ ジ ェ ク ト 内 の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ を 提 供 す る

16

• プロジェクト内のツール、ストレー
ジ、権限は環境を通してデプロイさ
れる

• プロジェクトには、ユースケースに
応じて複数の環境を含めることがで
きる

• 環境にはデータソースを追加できる
• Amazon DataZone は 2 種類の環

境をすぐにサポートする
• データレイク環境
• データウェアハウス環境

ストレージ

Amazon S3 
prefix

AWS Glue Amazon Athena IAM Role

ツール 権限

ツール 権限ストレージ

Amazon Redshift Redshift 
query editor

IAM Role

データレイク
環境

Account#2

ストレージ

Amazon S3 
prefix

AWS Glue 

ツール 権限

IAM RoleAmazon Athena
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• ブループリントは、ストレージ、分析ツール、権限、ネットワーク、セキュリティなど、プロジェクト
にデプロイされる環境情報が定義している

• 環境を作成すると、ブループリントの設定を使⽤してリソースがデプロイされる
• すぐに使⽤できるブループリントとして 2 つ⽤意されている

ブループリント

Amazon Redshift Redshift query 
editor

Default Data Warehouse Blueprint

IAM Role

管理コンソール

リージョンを追加できる

環境を作成した際にデータレイク
として使⽤されるS3バケット

パラメータ︓
環境作成時にRedshiftクラスタ or 
Redshit Serverlessワークグループ
、DB名、Secret Managerシークレ
ットARNを指定する

リージョンを
追加可能

17

Amazon S3 
prefix

AWS Glue 
databases

Amazon Athena

Default Data Lake Blueprint

IAM Role
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プロジェクトでの作業⽅法︓環境を作成するまで

ブループリント 環境プロファイル 環境
ビジネスユースケースに合わせて、
プロジェクト内に導⼊するインフラ
ストラクチャとツールを定義する

インフラストラクチャとツール
をどこ（アカウント、リージョ
ン）に導⼊するかを定義する

プロジェクト内に環境を作成し
て、必要なインフラストラク
チャとツールをデプロイする

管理者 管理者 データプロデューサー、または
データコンシューマー

What

Who

Where
Amazon DataZone 

データポータル
Amazon DataZone 

データポータル
Amazon DataZone

 コンソール

18
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環境プロファイル環境

ドメインの作成からプロジェクトを作成してコラボレーショ
ンするまでの流れ

マーケティングドメイン

ユーザー管理

管理者 ユーザー

ビジネスデータカタログ

ビジネス
⽤語集

メタデータ
フォーム

データポータル

プロジェクトと環境

ブループリント

デフォルト
データレイク

デフォルト
データウェアハウス

プロジェクト

ドメインアカウント（アカウント１）

アカウント 1 アカウント 2 アカウント3

アセット

カタログ検索

関連付けされた
アカウント

AWS IAM 
Identity 
Center 

19
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ビジネスデータカタログ

20
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ビジネスデータカタログ

アセット
Amazon DataZoneのアセットは
テーブル、ダッシュボード、ビュ
ーなどデータオブジェクトのテク
ニカルメタデータとビジネスメタ

データが該当する

カタログ検索
全てのカタログエンティティのメタデータを検索

メタデータフォーム
メタデータフォームを作成して
アセットに適⽤することで、テ
クニカルメタデータとビジネス
メタデータを⼀貫した⽅法で取

り込むことができる

ビジネス⽤語集
標準的なビジネス⽤語やデータ
関連⽤語集を作成して、組織内
の誰もが理解できるように定義

を明確にする

21
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カタログ検索
適切なデータを素早く⾒つけて発⾒する

⼊⼒しながら検索

ファセット検索に
より、ビジネス⽤
語集、アセットタ
イプ、リージョン
、オーナーなどで
絞り込める

アセットのメタデータ概要を
含む検索結果

22
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充実したビジネスメタデータ
メ タ デ ー タ に ビ ジ ネ ス 価 値 を 付 加 し 、 デ ィ ス カ バ リ ー を 強 化 す る

ビジネスラベルと
データアセットの説明

データアセットに
付随するビジネス⽤語集

ソースから⾃動的に認識される
テクニカルメタデータ

追加のビジネス・メタデータ
を取得するための

メタデータ・フォームを添付

アセットバージョン
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地域
Asia
- Singapore
- India
- Japan
Americas
- USA
- Canada

セールス識別⼦
販売地域 地域
販売年 Integer

ビジネス⽤語集 アセットメタデータフォーム

データ分類
Public
Personal info
Confidential

製品ライン
Active Gear
- Sports
- Swim
- Golf
Active Wear
- Shirts
- Shoes

例︓ Glue  table, 
Redshift table

USのセールスデータ
ビジネスラベル（名前） USのセールスデータ
ビジネス内容（説明） USAのセールス
メタデータフォーム
- セールス識別⼦

- アセットオーナーシップ

販売地域 = USA; 
販売年 = 2021

技術専⾨家 = John@abc.com; 
アセットオーナー = Emily@abc.com

テクニカルメタデータ
- 技術名
- ソースタイプ
- AWS リージョン
- AWS account Id
- 場所

us_sales
AWS Glue
us-east-1
123456789012
S3://location

ビジネス⽤語集
- データ分類 Confidential
スキーマ
- カラム名
- ビジネスラベル
- 説明
-データタイプ
-ビジネス⽤語集

Examples:
[p_id, p_line]
[product id, product line]

[INT, FLOAT]
製品ライン

ビジネス⽤語集はメ
タデータフォームで
使⽤できる

ビジネス⽤語集は、
アセットのメタデー
タを充実させるため
に使⽤できる

カタログ内のアセッ
トの列に付与された
ビジネス⽤語集

アセットオーナーシップ
技術専⾨家 String
アセットオーナー String

アセットに付与され
たメタデータフォー
ムにより、データプ
ロデューサーはビジ
ネスコンテキストを
充実できる

カタログへのメタデータの追加

24
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メタデータ⽣成の⾃動化︓⼤規模なカタログキュレーション

キュレーションに時間がかかり、⼿作業に
よる負荷が⾼いと、カタログのメタデータ

がほとんど不完全になることが多い

メタデータの⾃動⽣成により、より迅速で
作業負担の少ないプロセスが可能になり、

厳選されたカタログが作成される

⼿動キュレーション 機械学習ベースの
⾃動キュレーション

25
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• AWS re:Invent 2023 にて、⽣成 AI
（Amazon Bedrock) による機能強化を発表
§ データプロデューサー: ワンクリックでデータの説

明・背景情報、カラムの概要を⽣成。重要なデータ
カラムを明⽰し、分析時に推奨される事項を追加で
きる

§ データコンシューマー: ⽣成 AI によるレコメンデー
ションにより、データを容易に発⾒。データ活⽤に
スムーズに取り組める

• バージニアとオレゴンのリージョンでプレ
ビューを開始

メタデータ⽣成の⾃動化︓⼤規模なカタログキュレーション

26

プレビュー
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メタデータ⽣成の⾃動化︓⼀般提供されている機能

27

• ビジネスカタログとして、テーブル名とカラム名が⾃動⽣成される
• 承認や拒否、編集により素早く簡単にメタデータ作成ができる
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メタデータ⽣成の⾃動化︓⽣成 AI による機能強化

28

• 概要とカラムの説明が⾃動⽣成される
• 素早く簡単にビジネスメタデータが充実化され、データ活⽤をより
進めることができる

プレビュー



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

データガバナーによるビジネスメタデータの整備の例

29

Project:A

Project: B

Project: C

データ

ビジネス
データカタログ

アセットの
パブリッシュ

新しいアセットに
アクセス

分析サービス

データの分析

アセットのインポート

データアセット

ビジネス⽤語集

メタデータフォーム

ビジネス⽤語集と
メタデータフォーム
の作成

データプロデューサー

データコンシューマー

データガバナー
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ガバナンスとアクセスコン
トロール

30
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パブリッシュとサブスクライブのワークフロー

プロデューサー
プロジェクト

パブリッシュ サブスクライブ

オブジェクトと
データ

コンシューマー
プロジェクト

分析サービス

1 2

アクセスを許可3

ビジネスデータカタログ

31
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Amazon DataZone のパブリッシュコンセプト

アセット作成による⼿動パブリッシュデータソースによる⾃動パブリッシュ
• データソースを作成して実⾏し、AWS Glue データ

カタログと Amazon Redshift からアセットとテク
ニカルメタデータを⾃動的に取得する

• データソースを定期的にスケジュールして、新しい
アセットを取得したり、既存のアセットの変更を検
出できる

• アセットを作成し、テクニカルメタデータとビジ
ネスメタデータを⼿動で提供する

• データソースでサポートされていないアセットタ
イプは、すべて⼿動で作成する必要がある

サブスクリプション規約インベントリアセットとパブリッシュアセット
• インベントリアセットは、所有するプロジェクトメ

ンバーにのみ表⽰され、アセットのメタデータを他
の⼈に⾒られる前に充実させるためのスペースを提
供する

• パブリッシュされたアセットはカタログに表⽰され、
誰でも⾒つけることができる

• インベントリからカタログにアセットをパブリッ
シュするには、サブスクリプション条件をアセッ
トに追加する必要がある

• サブスクリプション規約は、データへのアクセス
に承認が必要かどうかを定義する

32
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パブリッシュのフロー

プロデューサープロジェクト

インベントリ

AWS Glue 
データカタログ

Amazon Redshift

AWS Glue 
           データソース

Amazon Redshift 
          データソース

アセットの作成

アセットの作成

アセットの作成

アセット

Amazon S3

パブリッシュ
されたアセット

データ
メタデータ

の収集

カタログ

サブスクリプション
規約

パブリッシュ

⼿動パブリッシュ

⾃動パブリッシュ

⾃動パブリッシュ

33
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Amazon DataZone のサブスクライブコンセプト

サブスクリプション

• サブスクリプションはアセットとプロジェクト
の間で作成される

• サブスクリプションにより、プロジェクトはア
セットを使⽤する権限を与えられる

• サブスクリプションが承認されたら、アセットを環
境に追加し、ソースシステムでグラントを作成する
必要がある

サブスクリプショングラント

• サブスクリプションターゲットは、Amazon 
DataZone がサブスクリプションを付与できるように
するプロジェクト環境内のエンティティ

• サブスクリプションターゲットは IAM 権限を提供し、
ターゲットデータベースの場所とグラントを作成する
ためのプリンシパルを保存する

サブスクリプションターゲットマネージドアセットと⾮マネージドアセット

• Amazon DataZone では、管理対象アセット
(Amazon Redshift および AWS Lake Formation が
有効な AWS Glue Table) に⾃動的にサブスクリプ
ションを付与できる

• Amazon DataZone が⾃動的にサブスクリプションを
付与できないその他のアセットは⾮マネージドアセッ
トとなる

34
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サブスクライブのフロー

パブリッシュ
されたアセット

カタログ

35

コンシューマープロジェクト

サブスク
リプション
リクエスト

サブスク
ライブ 承認

分析ツール

Amazon Athena

Amazon Redshift
Query Editor

AWS Glue
サブスクリプション
ターゲット

Amazon Redshift
サブスクリプション
ターゲット

データレイク環境

データウェアハウス環境

サブスクリプション

サブスクライブ
されたアセット

アクセス権
の付与

（マネージドアセットのアクセス権付与）

イベント
の受信

カスタムの
アクセス権付与

アクセス権の
ステータス更新

（⾮マネージドアセットのアクセス権付与）- Amazon EventBridge を⽤いて作り込みが必要
https://docs.aws.amazon.com/datazone/latest/userguide/working-with-events-and-notifications.html

https://docs.aws.amazon.com/datazone/latest/userguide/working-with-events-and-notifications.html
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管理対象アセットに対するアクセス権の付与
AWS Glue データカタログ
• Lake Formation の管理対象にアクセス権を付与できる（例︓DynamoDB は対象外）
• LF-TBAC はサポートされない
https://docs.aws.amazon.com/datazone/latest/userguide/grant-access-to-glue-asset.html

Amazon Redshift
• アクセス権を付与する⽅法は下表の通り

https://docs.aws.amazon.com/datazone/latest/userguide/grant-access-to-redshift-asset.html
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# パターン アクセス権を付与する⽅法
a 同じクラスタ、同じデータベース ソーステーブルに対して直接権限付与する
b 同じクラスタ、異なるデータベース ターゲットデータベースにビューを作成して、ビューに対して権限付与する
c 同じアカウント、異なるデータベース データ共有を作成し、ターゲットクラスタにビューを作成してビューに権限付与する
d クロスアカウント cと同じだが、クロスアカウントのデータ共有の認可に追加ステップが必要となる

https://docs.aws.amazon.com/datazone/latest/userguide/grant-access-to-glue-asset.html
https://docs.aws.amazon.com/datazone/latest/userguide/grant-access-to-redshift-asset.html
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ディープリンクを使⽤してデータをクエリする
プ ロ ジ ェ ク ト の デ ー タ 権 限 を 持 ち 運 ぶ

ユーザーが Amazon DataZone 
データポータルに移動し、プロ

ジェクトを選択する

データコンシューマー

プロジェクト内の環境を開き、
“Query data Amazon Athena” 
または “Query data Amazon 

Redshift” を選択する

プロジェクト

Amazon Athena
query editor

Amazon Redshift
query editor

ユーザーは Amazon Athena または
Redshift クエリエディタにフェデ

レーションされ、データをクエリする

データポータル

データウェアハウス
環境

データレイク
環境
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Amazon DataZone によるガバナンスの特徴

スケーラブルな
ガバナンス

ガバナンスを維持しながら、
組織全体のスケーリングが

可能

End to End の
ワークフロー

データの検索、アクセス、
ツールでの利⽤

AWS サービスとの
統合

様々なAWSサービスと
連携
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認証と認可
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ログイン – 認証と認可

ユーザーと
グループ

その他の外部
 IdP アイデンティティ

AWS IAM
クレデンシャル

AWS IAM 
Identity Center

(SSO) ※
クレデンシャル

認証

プロジェクト
オーナー、
コントリビューター

ドメイン

管理者

認可

Amazon DataZone 
データポータル

40

※︓AWS IAM Identity Center(SSO) の有効化にあたっての注意点
• Amazon DataZone ドメインと同じリージョンで有効化する必要がある
• ユーザーやグループのアサインを選択する必要がある（後で変更することはできない）

• 割り当ては不要です︓すべてのユーザとグループがアクセスできる（暗黙的）
• 割り当ては必須です︓指定されたユーザやグループがアクセスできる（明⽰的）

https://docs.aws.amazon.com/datazone/latest/userguide/enable-IAM-identity-center-for-datazone.html

https://docs.aws.amazon.com/datazone/latest/userguide/enable-IAM-identity-center-for-datazone.html
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ユーザ管理
SSOユーザ、グループ ※下画⾯は管理コンソール

IAMユーザ ※下画⾯はデータポータル

割り当て済み ︓ドメインやプロジェクトに追加された
アクティブ化 ︓Amazon DataZone にアクセスされた
⾮アクティブ化︓Amazon DataZone にアクセスしない

（再アクティブ化できる）

• Amazon DataZone に1回アクセスされた 
IAM ユーザをプロジェクトに追加できる

• ⾮アクティブ化は SSO ユーザ、グループ
と同じ

41
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メンバーとプロジェクトリソースの操作権限マトリックス
プロジェクトメンバーのロール

オーナー コントリビューター ⾮メンバ *1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

リ
ソ
!
ス

データアセット
（パブリッシュアセット） CRUD CRUD R

データアセット
（インベントリアセット） CRUD CRUD -

メタデータフォーム CRUD CRUD R *2

⽤語集、⽤語 CRUD CRUD R *2

データソース CRUD CRUD -

環境 CRUD CRUD -

環境プロファイル CRUD CRUD R *2

メンバー CRD *3 R R

*1︓プロジェクトを作成することができる（作成したプロジェクトにおいて、⾃⾝はオーナーとなる）
*2︓他のプロジェクトでリソースを作成、更新する際に使⽤することができる（R=ドメインでリソースは共有される）
*3︓ DeleteàCreate により Update 相当はできる
参考︓https://docs.aws.amazon.com/datazone/latest/userguide/datazone-concepts.html
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https://docs.aws.amazon.com/datazone/latest/userguide/datazone-concepts.html
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デモ
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marketing01環境sales01環境

営業部⾨のデータをマーケティング部⾨が活⽤する

44

Corporate ドメイン

sales01 プロジェクト marketing01 プロジェクト

Amazon DataZone

AWS Glue
データカタログ

ビジネス
メタデータフォーム

sales01
ユーザ

marketing01
ユーザ

注文情報
データ
ポータル

データ
ポータル

Amazon AthenaAmazon S3

注文情報

③公開 ④サブスクライブ

⑥クエリ分析

②追加

⑤承認

①取込 
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料⾦体系
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Pricing
無料トライアル
• 使⽤開始から最初の 3 ヶ⽉間、50 ユーザーまで無料で使⽤トライアルが可能

（ユーザーあたり 20 MB のメタデータストレージ、4,000 リクエスト、および 0.2 コンピューティングユニットの
利⽤が含まれており、これを超える場合は標準料⾦がかかる）

標準料⾦
ユーザー サブスクリプションは、Amazon DataZone に初めてアクセスした時（例︓データポータ

ルログイン、API 実⾏）から開始され、⽉の途中から開始の場合は⽇割りとなる。
First 500 users (1-500)        ︓$9.00 per user per month
Next 500 users (501-1,000) ︓$8.10 per user per month
Additional users (1,001 +)   ︓$7.20 per user per month
⾮アクティブ化すると、最後の⽉の料⾦が全額請求される。

メタデータストレージ $0.417 per GB
リクエスト $10 per 100,000 requests
コンピュート $1.776 per compute unit
その他 Amazon DataZone を利⽤するにあたって付随して利⽤されるサービス利⽤料

(AWS Glue, Amazon Athena, Amazon Redshift, AWS KMSなど)

https://aws.amazon.com/datazone/pricing
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https://aws.amazon.com/datazone/pricing
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まとめ
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Amazon DataZone はデータを完全に⺠主化するために
スケールしてボトルネックを取り除く

Amazon DataZone
ドメイン

カタログ

データソース

プロデューサー /  
コンシューマー

分析サービス

カタログ

データソース

プロデューサー

分析サービス

カタログ

データソース

コンシューマー

分析サービス

カタログ

データソース

コンシューマー

分析サービス

分散型オーナーシップ

フェデレートされた
ガバナンス

セルフサービス
インフラストラクチャ

ピアツーピアの
データ共有 ドメイン

プロジェ
クト

プロジェ
クト

プロジェ
クト

プロジェ
クト

環境 環境

環境環境

49



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

Amazon DataZone によりイノベーションを加速する

適切なデータの検索、
アクセス、共有

適切な監査と管理を
可能にする

データを保護して
セキュアに保つ

イノベーションとガバナンスの両⽴
50
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AWS Black Belt Online Seminar とは
• 「サービス別」「ソリューション別」「業種別」などのテーマに分け、

アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社が提供するオンラインセミナー
シリーズです

• AWS の技術担当者が、 AWS の各サービスやソリューションについてテーマ
ごとに動画を公開します

• 以下の URL より、過去のセミナー含めた資料などをダウンロードすることが
できます
• https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

• https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY

ご感想は X (Twitter) へ︕ハッシュタグは以下をご利⽤ください
#awsblackbelt 

必須
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https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/
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内容についての注意点
• 本資料では資料作成時点のサービス内容および価格についてご説明しています。

AWS のサービスは常にアップデートを続けているため、最新の情報は AWS 公式
ウェブサイト (https://aws.amazon.com/) にてご確認ください

• 資料作成には⼗分注意しておりますが、資料内の価格と AWS 公式ウェブサイト記載
の価格に相違があった場合、AWS 公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただき
ます

• 価格は税抜表記となっています。⽇本居住者のお客様には別途消費税をご請求させて
いただきます

• 技術的な内容に関しましては、有料の AWS サポート窓⼝へお問い合わせください

• 料⾦⾯でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓⼝へ
お問い合わせください (マネジメントコンソールへのログインが必要です) 

必須
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© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

Thank you!
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削除可


